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海外レポート

た。今回は初日会議開始が遅れるというトラブルからのス
タートとなった。

1） Software Testing
SSD ※ 4 傘下、Software Quality Group のバーバラマネー

ジャ及び ICES 社のエスワラン氏から SAMATE ※ 5 プロジェ
クトに関する活動として、セキュリティを含んだ８万ケー
スの不具合のあったプログラムをコードの単位で SRD ※ 6 と
して集積・公開しているという報告があった。これに基づ
いて SATE ※ 7 という 2600 万行になるテストケースが、実
際の C/C++ や Java、PHP のコードより作成されている。利
用者は自分のツ－ルにこのテストケースを適用することに
より、ツールの脆弱性と危険なコードが入っていないかを
チェックすることができるという報告があった。

2） Robotic Systems
IPA/SEC から最近のホットな話題としてロボットと車の

自動運転に関する議題案を上げたところ、EL（エンジニア
リング研究所）※ 8 傘下の ISD ※ 17 のウェイヴァリング部門長
から製造用途におけるロボットシステムの取り組みの紹介
を頂いた。

また災害対応ロボット※ 9 を市場から調達する際の、標準
制定の取り組みも進めており、DARPA（米国国防高等研究
計画局）※ 10 プロジェクトにおいても専用試験用設備を用い
て試験手法の共同開発を推進するなどの活動を行っている
とのことだった。

NIST 側は産業用ロボットが中心で機能、性能のメトリク
スを作っていたが、セーフティ等の安全に関するメトリクス
は使っていないことが分かった。IPA/SEC からは NEDO ※ 11 

（独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構） の生
活支援ロボット実用化プロジェクトを紹介し、興味を持っ
てもらえた。車の運転支援・自動運転システムについての
活動はないようだが、AGV ※ 12 の自動センシング等では共通
項があるように感じた。

３．SEI 

２日目、３日目の SEI では、ワシントン DC からピッツ
バーグまでの移動は雪の影響もほとんどなく、スムーズに
行えた。SEI では、コンラッドマネージャの好意により、８
人のプレゼンターを集めて頂き、非常に密度の濃い内容と

行きは、成田からワシントン D.C. のダレス空港に入る行
程だったが、ワシントンの雪のため飛行機の出発が２時間
遅れた。最初の訪問地であるワシントン D.C. のダレス空港
に着くと一面雪景色であった。ダレス空港ではモバイル・
ラウンジと呼ばれるアメリカ的な乗り物に乗って、イミグ
レーションのあるターミナルに移動した（写真１）。中はラ
ウンジと言っても部屋の中に椅子があるだけで、部屋ごと
移動するという乗り物である。

１．出張の目的

今回の出張の目的は以下の２点である。
①  NIST 及び SEI とは最新の情報を交換することにより、

今後のテーマ連携を探ること。
②  WVU 及び SEI とは IPA/SEC で進めている先進設計・検

証技術の海外事例収集を行うこと。

２．NIST 

1 日目の NIST は、メインゲートのゲストセンターでの受
け付けのため、順番待ちでかなり並んだ。当日は NIST でセ
キュリティのカンファレンスがあり、その関係で受け付け
が非常に混んでいたが、順番になって、目的の研究所が雪
のためまだオープンしていない事が分かり、いったんホテ
ルに戻り、また出直すという事になった。後で分かったこ
とだが、前日は雪のため NIST 自体が閉鎖になっており、当
日も雪のために職員の出勤が 10 時からに変更になってい
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写真 1　�飛行機とターミナル間を結ぶモバイル・ラウン
ジから（ダレス空港）
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なった。最初に IPA/SEC から SEC 名称と事業内容の変更の
説明を行ったが、SEI からも昨年の組織変更で、CERT ※ 13 
Division, Software Solutions Division, Emerging Technology 
Center（40 人程度）の３組織になったとの説明があった。

1） Software supply chain
CERT のウッディー氏（コンピュータ緊急対応センターの

セキュリティの専門家）から「Cyber Security Engineering 
and Security Risk」というタイトルで、サプライ・チェーン
上でのセキュリティの分析手法に関する紹介が行われ、そ
れに続き IPA/SEC もサプライ・チェーンのセーフティに関
する紹介を実施した。ウッディー氏からも従来のソフトウェ
ア・アシュアランスに加えシステム・アシュアランスを入
れる必要があり、サプライ・チェーンに沿ったトレーサビ
リティはセーフティとセキュリティの両方で必要であると
のコメントがあった。

2）  The real application example of advanced 
technology
IPA/SEC から、先進設計・検証技術の事例収集の取り組

み紹介を行い、米国での事例収集のお願いを実施した。 ま
たドゥランジュ氏からアーキテクチャを中心とした仕様と
アーキテクチャを結ぶための AADL（言語）の紹介があり、
ミーティングのラップアップ時にドゥランジュ氏の関係し
ているものが事例に近いという事で、後日、情報を頂いた。

3） Team Software Process
ニ コ ル ス 氏 と 白 井 氏 か ら「Benchmarking Software 

Development Performance Using TSP Data」というタイト
ルで TSP ※ 14 に関する報告があった。CMMI ※ 15 は組織が取
り組むプロセスであり、TSP はチームで取り組むプロセス
である。また PSP ※ 16 は個人で取り組むプロセスについて
記述されたものである。TSP では、ツールを使って個人の
作業時間を計測して、それを蓄積してプロセスの分析、改
善に利用している。TSP と CMMI のソフトウェア品質を比
べると CMMI 導入プロジェクトよりも TSP を導入したプロ
ジェクトのソフトの品質の方が高いという報告がなされた。
またセキュア TSP というセキュリティを入れた報告もあっ
た。TSP のデータ収集は、ソフトウェアのサポートなしに
は実現できないため、TSP ソフトウェアツール（Software 
Process Dashboard 等）が提供されている。またこのツール
を使った TSP データベースも 2009 年より構築、運用され
ており、既に 109 のプロジェクトのデータが収集されてい
るという報告があった。IPA/SEC の保有するデータ白書の
情報と TSP のデータで日米比較をしてみると何か分かるか
もしれないということで、後日情報交換を行うこととした。

4）  Quantifying Uncertainty in Early Lifecycle 
Cost Estimation （QUELCE）
ファーガソン氏より、将来コストに何が跳ね返って来る

かを予測するコスト分析手法についての紹介があった。こ
れは、環境変化要因をどう抽出するかという点で、IPA/SEC
の障害要因分析に適用できる可能性がある。

４．WVU

キューキック教授からは、Firefox や Eclipse プロジェク
トの自然言語で書かれた 40 万件のバグ情報レポートを分析

（基本的にテキストマイニング）して同じようなバグが多い
という分析結果報告があった。また NASA IV&V ※ 18 Facility
のダウンズマネージャ、及び WVU のメンジーズ教授に
IV&V の最新情報や、最近の取り組み内容、民間企業との共
同研究、技術移転の枠組みなどについて紹介いただいた。

当初は、WVU の横に併設されている GSFC ※ 19 （ゴダード
宇宙飛行センター）の IV&V Facility の見学を事前依頼して
いたが、NASA は３ヶ月前の事前登録が必要で見学できな
かった。そのため WVU のカンファレンスルームに NASA
のダウンズマネージャに来て頂き、最近の IV&V の動向と
して、NASA のスペースプログラムだけではなく、「ニュー
ヨーク市の緊急通信変換プログラム」にも IV&V が使われ
ていることを紹介頂いた。

５．おわりに

今回の出張目的である、今後のテーマ連携を探るという
点に関しては、最新の情報を交換することにより、上記に
記したような新たな知見を得ることができ、SSD のスリイ
ラムチーフから頂いたヘルスケアなど産業領域を特定した
活動連携の打診や、SEI のソフトウェア・サプライ・チェー
ンという IPA/SEC と同じテーマの調査・研究等、連携につ
ながるテーマがあることが分かった。

また先進設計・検証技術の海外事例収集に関しては、SEI
から関連する具体的な事例を送って頂くことができた。

今回は、ソフトウェアやシステムの信頼性・安全性とい
う観点から意見交換を行ったが、SEI では CERT 部門の担当
者が参加するなど、NIST、SEI ともセーフティとセキュリティ
は一体で考える必要がある点を強調していた。SEC も IPA
のセキュリティセンターとの連携を更に密にして事業を進
めていく予定である。
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